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2025年11月28日(金) 10:00 ~ 11:00 第16会場（シーモール　5F ホール6）

[O-A016] 全般的なケア１６

座長：米本 明日香（介護老人保健施設なんわ荘）

10:00 ~ 10:08
[28-O-A016-01] 自立した排泄支援に向けた多職種連携の取り組み

大阪府　○山本 玲子, 冨田 良枝, 蛯原 潤平, 武山 辰夫, 新井 沙耶香 (介護老人保健施設ソルヴィラージュ)

「はじめに」

　当施設は3フロア・入所定員150人の介護老人保健施設である。これまで自然排便がある利用
者は非常に少なく、ひと月に約400本程度のグリセリン浣腸(以下、浣腸薬)を使用していた。
　慢性便秘症の方は、健常人と比較して健康感、社会生活機能、心の健康の項目でQOLが低下
していると報告されており、浣腸薬に頼ることのない排泄支援の確立が課題であった。今回、多
職種が協働して浣腸薬に極力頼らない排泄支援に取り組んだので報告する。

「目的」
　浣腸薬使用の常態化が利用者の苦痛を増強し、社会生活機能や心の健康に悪影響を及ぼすこ
とが考えられた。そこで、多職種が連携して排泄ケアを見直し自然排便を促す支援を行った結
果、浣腸薬の使用本数が大幅に減少し、自然排便の頻度が向上した。

「方法」

1)自然排便を妨げる薬剤の見直し
　薬剤部による研修(大腸のメカニズム、効果的な下剤の使い方など)の実施。看護師は薬剤部指
導のもと下剤の調整を行なった。医師と相談し、不必要な睡眠剤などの減薬につなげた。
2)水分摂取量の増加(目標1日1.5～2L)
　飲み物の種類や温度、食感などを考慮し、飲水摂取を促した。
3)腸の蠕動を促すレクリエーションや集団体操の提供
4)適切なタイミングでのトイレ誘導

「結果」

　半年間の取り組みにより、徐々に浣腸薬の使用本数を減らすことができた。現在も１カ月あた
り17本前後で推移している。また、寝たきりで床上排泄の利用者についても、摘便の際に僅か
な刺激で排出できるケースも多くなっている。また、便秘が解消されることで、利用者の表情や
言動が明るくった。セルフケアに対する意識も高まり、利用者の多くは、水分摂取に対する積極
的な言動や行動が数多くみられるようになった。

「考察」

　排便ケアに対する具体的な対応・ケアが明確となったことで、多職種が多方面からアプローチ
できた。浣腸薬に頼らない自然な排便が促されたことで利用者のQOL向上に繋がったと考えら
れる。職員一人ひとりが排泄支援の重要性を再認識しケアに対する意識とモチベーションの向
上にも繋がったと考える。

　なお、高齢者の水分摂取は、便秘予防の他にも認知機能の低下、脱水による発熱、尿路感染
症の予防にも効果があるとされ、今後も継続的に支援していく必要がある。

「結論」
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　多職種連携による排泄支援の取り組みにより、浣腸薬に頼らず自然排便を促すケアの実現が可
能になった。また、今回の取り組みを通して、職員一人ひとりの排便ケアに対する意識改革にも
繋がり、多職種連携の必要性を再認識する機会となった。
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